




















































































う。章立ては序，第 1 章「歴史の概念」，第 2 章
「存在の歴史性」，第 3 章「歴史的発展」，第 4 章
「歴史的時間」，第 5 章「史観の構造」，第 6 章
「歴史的認識」であり，岩波書店発行『続哲学叢
書』の 1 冊として 1932 年に出版された。単行本
として書き下ろされたものが大部分だが，第 1 章
と第 2 章にあたる部分は前もって「歴史の概念―
歴史哲学の 1 章」（『哲学年誌』1931 年 12 月，法
政大学哲学会編，岩波書店），「存在の歴史性」






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































解の遺産」『日本学』12 号 1988 年 11 月，米谷匡史「三
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